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論文内容の要旨
【目的]1991年のOgawaらやBelliveauらの報告以米.MRlを用いた脳の機能画像 (f¥1RJ)が注目され
るようになった。当初は， 2テスラ以上の特殊な高磁場¥1RI装置を使用するものに|恨られていたが， 1993 
年以降，一般臨床用装置を用いた機能画像が注目されているc 運動や知覚等の刺激に対して，同所の神経
細胞の活動により局所の脳血流が k昇ーする。局所の脳血流量の増加に比して局所の酸素消費量がさほど増
加しないために，反磁性体のオキシヘモグロビンが相対的に増加する。このためにMR信零が上昇すると
考えられている。著者の施設でも1993年3月より1.5テスラMRI装置が導入された。これらの装置を使用
して，健常ボランティア及び若干の脳疾患患者を対象として運動領野の同定を試みた。
【対象・方法】グラディエントエコー法(以下GRE法)とエコープラナー法〈以下EPI法〉で，片手の
掌握運動を負荷刺激とし脳機能幽像を撮像した。対象はGRE法では健常ボランティア45名， EPI法では
健常ボランティア:iO?，患者8名である。上述のボランティアのうち21名は両法にて検査を施行した。被
験者に片手の掌握運動を行ってもらい，安静時と負荷時を交互に撮-像，差分画像や統計処理 (t検定ゃz
scorQ)により健常ボランティアでの大脳皮質運動領野の抽出率， fJ号上斜域の分，(ti. 信号強度の経時的
変化について検討した。
【結果)GREi法では.健常ボランティア45名中で40'1.(88.9%)で，反対側の中心満近傍に信号上好域
を認めた。日)1法では健常ボランティア30名の中で25名 (83.:3%)で反対{問中心溝の伝弓上昇域が認めら
れたcGRE法では，信号上昇域は皮質静脈の走行と重なり， F.PI法では中心溝の前後の脳同に分布して
いたc信号上昇域にI-tOIをとり，信号強度の経時的変化をみると運動刺激に対応した信号上昇が認められ，
刺激に対して神経細胞の活動が冗進し，局所脳rfl流崖が増加することが確認できた。患者♂名について
EPI法によりf:'v1HIを撮像しうち中心溝近傍に睦協が存在する患者4名で，信号1-.昇域が描出され，運
動領野が腫壌により庄排されていることがわかった。
【考集】 fMRlは非侵襲的で，被曝や造影剤の使用がなく.反復可能で，時間分解能及び‘空間分解能に優
れている写の利点がある。今回，多数の被験者において運動領野の伺定が可能で，信号強度の経時的変化
を調べることができた。信り強度の 1:昇は運動刺激に対応することが雌認でき，機能を正確に評価できる
検査である。三つの方法でfMH.Jを撮像したが，両法で検査を受けた健常ボランティア21名で同様の結果
? ? ?? 】
が得られ，信頼性が高いと考える。脳腫蕩患者において術前に運動領野が同定できれば，患者の機能保全
という点で，その臨床的意義は大きい。
論文審査の結果の要旨
核磁気共鳴装置を用いた脳機能i同像functionalMRl Cvl H.I)を健常ボランティア75名.能疾患患者8
名を対象に行い，その有用性について検討した。撮像方法はグラディエントエコー法 CGnE法)とエコー
プラナー法 (EPI法)で，手掌の掌握運動負荷においてfMRlを行った。
UREi法で88.9%.EPI法で83%のボランティアで掌握した手と反対側の遥動皮質鋭野に信号上持域が認
められたの信号強度.の k昇は運動負荷に時間的に対応していた。中心溝近傍の脳腫額患者4名で腫蕩側の
運動領野が同定ロJ能であった。
以上の結果から. 1) fMnIは，両法とも一次運動領野の描出に有用である。 2)伝号強度の f:昇は運
動刺激に対応することが確認でき，掌握運動における運動機能を正確に評価できる検査法である。 3)脳
腫傷患者において腫場により圧排され，偏位した運動領野が術前に同定でき.手術適応の決定にfMRIが
有用であることが確認された。
本研究は， fMRIの信頼性が高いことを明らかにし，その臨床応用のロJ能性を示唆したもので，著者は
博寸:(医学)の学位を授与されるに備するものと判定された。
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